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到達目標（SBO）の例が示された（図 1）。そして 2013 年

























図２.SP 参加型の実習 LS の模式図の一例 
6 つの実習 LS では､概ねこの様なプログラムから構成 
図１.MCC_PE の概略モデル 
LS/SBOs の構造の関係を模式図 表中のラベル[a];SP 参加を
想定したシミュレーション・ロールプレイ､[b];SP ロールプ
レイ SBOs が含まれる学習方略、すなわち複数の実習 LS 
－ 49 －
備員を含めた８〜１０名の模擬患者が必要となる。この様
な、SP 参加型実習を必要とする実習 LS は、図２で示され
た全体のカリキュラム構成の一部として示される S1〜6
の合計 6 の実習 LS があり、これらに必要な SP 数は延べ
60 名である。本学では９クラス制で実習 LS が行われてい
るので、延べ合計 540 名の SP が必要となる。 
本学 SP 研究会には、2018 年度の実働数として 78 名の
一般市民ボランティアの方々が登録され、本学授業に SP
として参加されている。本センターの SP 担当教員が SP
事務局を組織し、実習参加のための SP 用の各種プログラ
ムを立案し、一連の調整や連絡ができるよう SP 組織を構
築し運用している。SP 会員に対しては、個別連絡のための連絡網を整備し、学外の SP 個々に、参

























図 3.SP 研究会の組織図 
本学内に組織された SP 研究会と学外市民の連携 
図 4.実習 LS が運用されるまでのチャート 








た教員（目的とする LS の実習を企画し運営する主担当者）からの学習意図の説明により、SP と実
習主担当教員とのコンセンサスの確認と患者シナリオ情報の共有、そして SP の自発的シミュレー
ションを発揮するためのトレーニングが不可欠である。例えば、各 SP の個性に応じた対応や繰り
返し練習といった柔軟な勉強会方法による SP への対応は、SP が患者シナリオを自身に重ね合わせ､
内容に共感して読み込む学習であり､シナリオにある患者心理を深めるために必要である。さらに、
実際の実習から得られた学生の反応などの結果を、SP と教員とで話し合う作業は、シミュレーショ
ン後の SP から得られる実演によるフィードバックであり､シナリオ改善の実践的機会である。 
以上の様に、SP の運用には、事前に医療シナリオで SP を作り上げ、SP を時間計画された単位セ
ッションを繰り返し、実習時間内に分単位で正確に実行するといった、１）実習内での実施スケジ
ュールの厳密な管理､２）SP の養成の企画運営や SP からのフィードバックに基づく改善作業が必
要である。「1）」は実習主担当教員が実習全体の中で管理するが、「2）」については、実習主担当者















配付した実習 LS の実施日カレンダーシートに SP が参加希望（可能）日時を記入し､これを回収す
る。各 SP から回収された個別情報を個別入力して全参加 SP の参加希望の１次表を作製する。２）
この結果をテーブル変換し、SP 参加実習がデータセット化（図６に示されるような、ラベル[a]【［SP
１］｛［時間］［場所］［シナリオ①］｝｛・｝・・・】といったラベル[b]『｛・｝』で示されたデータフィ
ールドが連続する構造[d]）された全 SP レコード[e]からなる２次表を作成する。３）SP 氏名をイン
デックスに実習参加配置データを集計､加工､出力して個別印刷を可能とする表データベース（SPDB）




















の SP 名簿や必要な SP 数を管理できようにした。図
８は、表データベースから、SP 個別の一連の必要文
書を引き出す模式図である。 


















った一連の SP グループの管理が必要になる（図９の「SP の準備」ラベル[b]）。本学では副担当教
図９.実習 LS 内の担当の模式図 
表中のラベル[a];主担当の授業部分､[b];SP 担





表中のラベル[a];SP の個人情報結合､ [b];実習 LS 単位の人数集計




員や SP をとりまとめる非常勤講師を SP 担当教員として配置することで、実習実施作業を効果的に







７０分１コマの実習内での SP の運用には、１）SP への医療シナリオの読み込み（６０分）、２）
SP 内でのロールプレイの練習（４０分）、３）当日の読み合わせ（３０分）、４）フィードバック（３
０分）といった準備や SP 対応が必要になる。つまり、実際の授業ワークの２倍の時間が準備に当て
られ、SP を運用する一つの実習 LS は、SP との協業が極めて重要である。 
従前の『１）〜３）』は、SP の基礎能力と経験が必要で、実習以外の通年の維持訓練が必要にな
















ョン中の心理的なストレスを受ける場合がある。これらを SP 担当教員が SP からのフィードバック




は、教員の SP への対応能力や忍耐および計画が必要とされ、特に SP 個々を理解するための個性情
報の把握と理解が必要であり、教員の人的資源の管理方法が極めて重要な課題である。 
 









SP の運用管理をデータベース化から、各 SP の出動頻度、SP の個人都合、可動性の変動などが可
視化される。図 11 は図 7 で示されデータ構造を実際に使用し作製されたデータ表である。（a）の部
分からは、SP の参加希望を優先に配置した結果としての実習 LS への出動頻度が数値化されており、





























1）市川 厚, ファルマシア,50 (8) 778-783, 2014 
2）http://www.phcat.or.jp/?page_id=251 
補遺：図表の公開 URL：http://www.ps.toyaku.ac.jp/~hamada/2018kiyo/ 
図 11.SP 管理データの実際 
－ 54 －
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